
土中の PHの変化の有無を検討 

地下構造物による影響検討 

降水量の経年変化検討 

気象変動による影響検討 

予測計算 

トンネル位置の検討 

トンネル覆工の漏水量検討 

解析モデル構築の結果より、 
①解析領域内西部 
②地形谷部 
③地下水谷部 
④解析領域内東部 
の４ケースで検討 

過去の実績・文献・最新データから 
施工後のトンネル覆工からの漏水はない 

・2000年降水量は過去 
10年間の平均値に近い 
・1994年は過去 100年で 
最も降水量の少ない年で 
あった可能性が高い 

3次元水理・地質モデルの構築 

初期状態の再現・ヒストリーマッチング 

水理定数の設定 

境界条件の検討 

揚水量の設定 

3次元地質モデルの構築 

既往地形地質資料及びボーリング調査結果に 
基づいた地質モデルを構築した 

3次元水理・地質モデルの構築 

北側境界条件 
第 1帯水層  →流入無し 
第 2・３帯水層→水位固定条件 

既存資料および初期状態再現結果から 
第 2・第 3帯水層より 32000ton/dayの揚水を行った

・水位低下モデルは予測計算結果を 
用いる 

表層（第１帯水層相当層）状況の検討 

計算方法 

ヒストリーマッチング時に 1年間の予備計算を行う 

ボーリング調査、試験結果及び観測データを基に設定した 

計算方法 

水理定数の設定 

水位低下状況の設定 

・断面２次元飽和・不飽和浸透流解析 

・文献からボーリング調査時採取土と同

じ特徴サンプルを抽出 

解析モデルの再確認 

現地観測地点での再現性を高める 
ために新たに現地状況を調査 

↓ 
再度初期状態の再現、ヒストリーマッチング 
解析により解析モデルの精度向上 

確認された解析モデルを用いてトンネル施

工による地下水への影響および影響を低減

する対策工法について検討 
 
気象による地下水への影響を検討 

地下水への影響の再検討 

化学的変化の検討 

含水量の変化検討 

各種構造形式が地下水に及ぼす影響に

ついて考察 

各種構造形式について検討 

1. 第 3 回委員会までの検討流れと第 4回委員会の検討内容 

 

図１ 検討の流れ 
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現地採取土室内試験結果を用いて地下水位低下時

の浅層土における含水量の変化を検討 

解析手法および解析条件の検討 
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